
進
推
の
策
対
化
暖
温
球
地
、
は

向
に
会
社
素
炭
脱
、
え
ま
ふ
を

年
0
5
0
2
が
体
治
自
、
て
け

質
実
出
排
素
炭
化
酸
二
に
で
ま

明
表
を
と
こ
む
組
り
取
に
ロ
ゼ

・
都
京
東
に
で
ま
れ
こ
。
す
ま
し

を
市
浜
横
・
市
都
京
・
県
野
長

体
治
自
の
1
0
1
る
す
と
め
始（

18

、
県
府
道
都

48

特
１
、
市

、
区
別

25

明
表
が
）
村
9
、
町

月
6
（す
ま
い
て
し

25

。）
在
現
日

回
１
第
年
2
和
令
、
は
道
海
北

月
3
の
中
会
議
道
例
定

11

、
日ま

年
0
5
0
2
「
が
事
知
木
鈴

を
量
出
排
ス
ガ
果
効
室
温
に
で

指
目
を
と
こ
る
す
と
ロ
ゼ
質
実

年
今
。
た
し
ま
し
明
表
と
」
す

道
海
北
「
る
い
て
し
定
予
に
度

」
画
計
進
推
策
対
化
暖
温
球
地

素
炭
脱
、
て
い
お
に
し
直
見
の

視
な
的
期
長
た
え
据
見
を
会
社

進
推
や
性
向
方
の
組
取
、
で
点

二
。
す
ま
い
て
し
討
検
を
策
方

成
達
ロ
ゼ
質
実
出
排
素
炭
化
酸

が
我
「
は
県
野
長
、
て
い
つ
に

て
い
用
を
現
表
う
い
と
」
る
す

2020年夏号

は
成
達
標
目
。
す
ま
い
て
し
言
宣

行
実
を
画
計
の
そ
が
り
と
ひ
人
一

こ
る
作
を
運
気
う
い
と
る
い
て
し

道
、
ろ
こ
と
た
し
質
と
要
重
も
と

の
者
業
事
や
様
皆
の
民
道
「
は

と
体
主
各
ど
な
体
治
自
、
々
方よ

層
一
り

り
取
、
し
働
協
・
携
連

ま
い
て
し
と
」
要
重
が
と
こ
む
組

。
す

月
2
は
で
市
幌
札

　

26

市
、
日

中
の
疑
質
の
問
質
表
代
の
会
議

が
長
市
元
秋
、
で

 
年
0
5
0
2
「

実
の
量
出
排
ス
ガ
果
効
室
温
は
に

明
表
を
」
と
こ
す
指
目
を
ロ
ゼ
質

0
3
0
2
、
に
も
と
と
る
す

 

年高
に
画
計
の
中
定
改
も
て
い
つ
に

し
明
表
を
え
考
る
げ
掲
を
標
目
い

。
す
ま
い
て

プロフィール
1965年11月 網走市生まれ

1984年 3月 北海道網走南ヶ丘
　　　　　　 高等学校卒業
1986年 3月 北海道武蔵
　　　　　　 女子短期大学卒業
1987年 1月 日本電信電話
　　　　　　株式会社入社
2015年 4月 北海道議会議員 初当選 
2019年 4月 道議会議員 2期目当選　 
■北海道議会

少子高齢社会対策特別委員会 筆頭理事
文教委員会 副委員長

】
つ
さ
い
あ
ご
【

0
5
0
2

ゼ
ロ
カー

ボンシティ宣
言

2050

3月

 2020年度一般会計予算の組み替えを求める動議で提案説明
2020年3月2020年3月

会派のみなさんと旧議場で最後の写真撮影

2020.5月2020.5月

5月

2020.6月

新副議長室に勝部賢志参議院議員が訪問

6月

8月

2020年8月2020年8月
久しぶりに南区で道下大樹衆議院
議員と街宣活動

2020年7月2020年7月
文教委員会で審議した
予算について報告

7月

北海道は新型コロナウィルスの感染を
防ぎ、大切な人の命を守るために、お互
いに手を伸ばしても届かない距離を保
つ、北海道ソーシャルディスタンシング
を道民運動として取り組んでいます。

新議場で鈴木知事に質問

　

、
は
会
議
道

月
5

25
日

舎
庁
い
し
新
に

転
移
へ

。
た
し
ま
し

位
に
側
西
の
舎
庁
旧

の
場
議
い
し
ら
ず
め
も
で
国
全、
し
置

議
道
海
北、
は
形）
鉄
蹄
の
馬
（蹄
馬、
形

の
会

69

け
受
ま
ま
の
そ
を
史
歴
の
間
年

、
く
る
明
も
席
聴
傍。
す
ま
い
で
い
継

。
た
し
ま
り
な
く
広

議、
や
ビ
レ
テ
る
す
聴
視
を
継
中
会
議

る
す
用
利
も
で
た
な
ど、
り
あ
が
ど
な

に
下
地
で
ま
今。
す
ま
き
で
が
と
こ

ち
立
お
ひ
ぜ、
は
際
の
し
越
お
に
く
近

。
い
さ
だ
く
り
寄

　

別
特
は
に
日
３、
会
員
委
任
常
各
に
日
２

て
し
そ、
会
員
委

16

第
年
２
和
令
ら
か
日

道
例
定
回
２

が
会
議

し
ま
れ
さ
催
開

」
割
ん
み
う
ど
「は
に
日
初。
た

な

新
ど

0
3
費
策
対
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型

億
0

ん
込
り
盛
を
円
万
0
0
7
4

一
だ
般

計
会

議
る
す
要
を
急
緊
（議
先
の
算
予
正
補

る
す
決
議
で
中
途
の
期
会、
て
い
つ
に
案

。
た
し
ま
れ
わ
行
が）
と
こ

会
員
議
合
連
民
道
・
主
民、
日
翌
の
そ

　

療
医
る
す
弊
疲、
し
対
に
事
知
木
鈴
は

充
援
支
の
め
た
の
復
回
済
経
や
界
業

へ
主
業
事
や
粛
自
動
行
の
で
ま
れ
こ、
実

、
ど
な
業
休
時
臨
の
校
学、
請
要
業
休
の

と
市
幌
札、
言
宣
態
事
急
緊
の
自
独
道

の
言
宣
態
事
急
緊
の
国、
言
宣
同
共
の

な
的
間
中
の
等
響
影
う
な
も
と
に
出
発

。
た
し
ま
し
望
要
を
と
こ
う
行
を
証
検

れ
こ、
は
望
要
の
へ
事
知
の
て
し
と
派
会

。
す
ま
り
な
に
目
回
5
で
　

実
の
へ
業
企
小
中、
に
中
期
会、
た
ま

を
枠
資
融
の
し
無
料
証
保
・
子
利
無
質

・
護
介
や
関
機
療
医、
金
付
貸
た
し
充
拡

職
る
す
務
勤
に
等
所
業
事
祉
福
い
が
障

寄
と
さ
る
ふ
「、
給
支
の
金
労
慰
の
へ
員

従
に
等
療
治
の
者
患
症
染
感、
た
し
用

謝
感
る
す
対
に
等
者
事
従
療
医
る
す
事

に」
ル
イ
タ
ス
道
海
北
新
「、
呈
贈
の
品

な
要
必
に
施
実
の
行
旅
育
教
た
し
応
対

予
正
補
の
道、
た
し
と
柱
を
ど
な
費
経

る
な
と
模
規
大
最
去
過
は
て
し
と
算

加
追
が
円
万
０
０
７
６
億
７
７
６，
３

提さ
議
審
で
会
員
委
別
特
算
予、
れ
さ
案

。
た
し
ま
れ

北海道議会民主・道民連合議員会

〒005-0006札幌市南区澄川6条4丁目2-1澄川ビル2F畠山みのり道政事務所

〒060-0002札幌市中央区北2条西6丁目

毎年開催しておりました道政報告会は、新型コロナウィルス感染拡大の状況を受け、多くのみなさまにお集まり
いただくことは当面、控えなくてならないと判断いたしました。
今後の状況を鑑み、新たな日程が決まりましたら、ご案内申し上げます。

会
道
海
北、
身
前
の
会
議
道
海
北

　

治
明
（
年
1
0
9
1
は

34

海
北）
年

道
海
北、
れ
さ
立
設
り
よ
に
法
会
道

和
昭
（
年
7
4
9
1
は
会
議

22

）
年方

地
て
せ
併
と
行
施
法
憲
国
本
日

。
た
し
ま
れ
さ
立
設
り
よ
に
法
治
自

開
会
議
道
海
北
は
舎
庁
会
議
旧

　
設
50

年
1
5
9
1、
て
せ
併
に
年
周和

昭
（

26

た
し
ま
れ
ら
て
建
に）
年

朽
老）
階
1
下
地
・
階
5
上
地
（
が

い
伴
に
成
完
の
舎
庁
新、
み
進
が
化69

。
た
し
ま
え
終
を
目
役
の
年

1
下
地
・
階
6
上
地
は
舎
庁
新

　

を
台
演
は
場
議、
り
わ
変
れ
ま
生
に

。
の
も
の
一
唯
で
中
県
府
道
都
は
形
の

慮
考
を
用
利
の
す
い
車、
は
内
場
議

で
ま
壇
演
が
者
席
着
の
列
後
最、
し

で
が
と
こ
る
す
来
往
で
し
な
差
段

。
す
ま
き

一
を
舎
庁
が

望
展
る
す
望

材
産
道
と
窓

ん
だ
ん
ふ
を

た
し
用
使
に

般
一
て
し
と

お
て
し
放
開

。
す
ま
り

舎
庁
と
会
議
道
海
北



て
い
つ
に
過
経
議
審
な
主

型
新
い
高
が
心
関
的
会
社
、
は
で
こ
こ

　

第
、
て
あ
を
点
焦
に
題
話
の
策
対
ナ
ロ
コ

。
す
ま
り
返
り
振
を
会
例
定
回
2

　

算
予
正
補
加
追
る
な
と
弾
4
第
、
ず
ま

、
り
よ
に
れ
こ
。
た
し
ま
れ
さ
決
可
が
案

額
総
の
用
費
策
対
該
当

は
5

億
8
8
0

円の
体
全
算
予
計
会
般
一
度
年
本
、
し
達
に

。
す
で
模
規
ぶ
及
に
く
近
1
の
分
6

算
予

コ
型
新
も
と
派
会
各
、
は
で
会
員
委
別
特

道
や
算
予
正
補
加
追
る
す
関
に
策
対
ナ
ロ

事
知
、
し
中
集
が
問
質
に
ど
な
応
対
の

対
の
例
異
う
行
で
間
日
2
を
疑
質
括
総

。
た
し
ま
り
な
と
応

事
知
、
は
で
問
質
表
代
の
派
会
主
民

　

5
が

月
15

」
式
様
活
生
な
た
新
「
に
日

に
者
業
事
む
組
り
取
に
及
普
、
践
実
の

予
正
補
の
め
た
る
す
援
支

算
48

千
6
億

臨
（「、
は
事
知
。
た
し
ま
し
質
を
由
理
の

判
と
い
な
が
暇
る
す
集
召
を
会
議
）
時

象
対
、
の
の
も
た
し
弁
答
と
」
た
し
断

5
は
付
受
の
金
付
給
弾
2
第
る
な
と

月

29

弁
答
と
程
日
な
的
理
物
、
で
ら
か
日

視
軽
を
論
議
会
議
、
り
あ
が
盾
矛
は
に

。
ん
せ
ま
得
を
る
ざ
わ
言
と
る
い
て
し

お
に
言
宣
態
事
急
緊
の
自
独
道
、
た
ま

責
果
結
の
断
判
治
政
「、
が
事
知
て
い

の
止
防
大
拡
染
感
「」
う
負
が
私
は
任

た
し
ま
し
言
明
と
」
る
く
つ
を
ル
デ
モ

て
出
が
者
染
感
の
数
多
は
に
際
実
、
が

会
社
で
ど
な
面
済
経
。
た
し
ま
い
ま
し

そ
、
め
た
た
い
招
を
安
不
と
乱
混
大
にの

大
「、
し
か
し
。
た
し
ま
し
質
を
任
責

摯
真
を
と
こ
る
い
て
じ
生
が
響
影
な
き

留
に
弁
答
事
知
の
と
」
る
め
止
け
受
に

ま
し
及
言
は
に
任
責
な
的
体
具
、
り
ま

。
た
し
で
ん
せ

て
い
つ
に
備
整
網
信
通
速
高
の
道
海
北

　

村
町
市
各
、
ら
が
な
け
受
も
助
補
な
々
様
の
国

携
。
す
ま
い
て
し
及
普
度
程
定
一
は
網
信
通
の

も
10
年動

移
代
世
5
第
、
月
3
年
今
、
し
化
進
に
と
ご

で
内
道
、
り
ま
始
が
）
G
5
（
ム
テ
ス
シ
信
通

し
ま
り
な
に
う
よ
る
き
で

。
た

　

ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
、
で
中
な
う
よ
の
そ

ら
た
も
を
化
変
に
活
生
の
ち
た
私
、
で
面
場
な

）
術
技
信
通
報
情
（
T
C
I
に
特
。
た
し
ま
し

、
り
お
て
れ
わ
ら
あ
に
著
顕
が
れ
そ
は
で
面
の

ス
ン
ラ
ト
ル
タ
ジ
デ
『
の
分
年
２
で
月
カ
２
「

）
者
任
責
営
経
高
最
（
O
E
C
の
社
ト
フ
ソ
ロ
ク

ス
ン
ラ
ト
ル
タ
ジ
デ
。
す
で
う
そ
た
べ
述
が

シ
な
度
高
に
上
以
で
ま
れ
こ
、
ど
な
）
能
知
工

を
活
生
や
事
仕
の
ち
た
私
、
り
よ
に
化
ム
テ
ス

る
せ
さ
化
変
に
向
方
い
良
り
よ
で
面
る
ゆ
ら
あ

が
事
仕
も
で
つ
い
も
て
い
に
こ
ど
。
す
で
の
も

、
め
縮
を
離
距
の
そ
も
て
い
て
れ
離
、
る
き
で

と
こ
う
い
と
る
き
で
が
と
こ
す
ご
過
を
間
時
じ
同

整
網
信
通
速
高
の
道
海
北
、
ら
が
な
し
か
し

　

。
ん
せ
ま
え
言
は
と
の
も
な
石
盤
、
は
備

域
地
い
な
き
で
用
利
は
に
際
実
、
ず
ら
わ
か

国
「
は
道
で
ま
れ
こ、
て
い
つ
に
題
問
の
こ

　

、
が
た
し
で
弁
答
の
と
」
る
す
請
要
を
援
支
に

。
す
ま
え
考
と
か
い
な
は
で
の
る
あ
が
　

、
て
い
お
に
算
予
正
補
次
２
の
国
、
度
年
今

に
備
整
に
村
町
市
、
後
今
は
道
。
す
ま
い
て
れ

で
法
方
な
適
最
、
し
を
携
連
も
と
者
業
事
信
通

。
す
で
と
こ
の
と
む
組
　

や
業
農

S
a
a
M

（

2
※

）、

場
現
の
祉
福
・
療
医

が
境
環
信
通
な
適
快
は
に
業
産
る
ゆ
ら
あ
ど
な

り
よ、
し
消
解
を
差
格
信
通
報
情。
す
で
要
必

る
な
と
道
海
北
い
す
や
し
ら
暮、
く
す
や
き
働

。
す
ま
き
い
て
け
か
き
働
も
ら
か
れ
こ、
う
よ

札幌ドーム観客席、ドーム前周辺JR札幌駅南口・北口周辺
札幌駅前通地下広場　北大通交差点広場（西）周辺
ドコモショップ札幌店・伏古店・北34条東店・札幌八軒店・厚
別西店、大通公園西9丁目・12丁目周辺

有
共
で
か
な
の
会
社
、
く
な
は
で
別
性
の

規
会
社
、
観
値
価
や
方
え
考
る
い
て
れ
さ

い
て
れ
さ
だ
り
く
つ
て
し
連
関
と
ど
な
範

」
さ
し
ら
男
「、
別
性
な
的
化
文
・
的
理
心
る

男
。
す
ま
え
言
も
と
葉
言
る
す
味
意
を
念

性
女
、
い
な
け
い
は
て
く
な
で
う
そ
は
性

考
う
い
と
、
前
り
た
当
が
の
る
す
う
そ
は

成
醸
で
中
の
活
生
庭
家
、
活
生
会
社
は
え

ま
し
て
い
付
根
に
ち
う
の
識
意
無
、
れ
さ

。
す
ま
い

な
別
区
の
女
男
は
で
ど
な
校
学
、
在
現

　

な
書
請
申
な
的
公
、
れ
ら
作
が
簿
席
出
く

く
な
も
欄
入
記
の
別
性
は
で
類
書
の
ど

地
心
は
け
つ
め
決
う
い
と
」
ら
か
だ
性
男

差
る
よ
に
れ
そ
、
し
い
な
は
で
の
も
い
よ

え
考
と
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
さ
く
な
は
別

。
す
ま

に
年
1
0
0
2
、
は
て
い
お
に
道
海
北

　

が
」
例
条
進
推
画
参
等
平
女
男
道
海
北
「

2
0
0
2
、
に
と
も
を
れ
そ
、
れ
さ
定
制

計
本
基
画
参
等
平
女
男
道
海
北
「
は
に
年

次
3
第
の
そ
は
在
現
、
れ
さ
定
策
が
」
画

。
す
で
ろ
こ
と
る
い
て
れ
さ
行
実
が
画
計

こ
の
然
当
を
と
こ
る
あ
で
等
平
女
男
が
国

対
に
の
う
い
と
」
同
共
女
男
「
て
し
と
と

い
て
し
と
」
等
平
女
男
「
は
道
海
北
、
し

と
る
い
て
し
即
に
情
実
に
常
非
は
と
こ
る

策
画
計
の
村
町
市
に
み
な
ち
。
す
で
ろ
こ

市
幌
札
、
が
す
ま
り
な
と
務
義
力
努
は
定

4
第
在
現
、
れ
さ
定
策
が
」
ン
ラ
プ
ろ
ぽ

。
す
で
中
行
実
が
ン
ラ
プ
次

か
て
き
で
が
画
計
に
道
海
北

　

ら
20

近
年

査
調
の
府
閣
内
の
新
最
、
が
す
ま
ち
た
く

男
、
合
場
た
み
で
体
全
会
社
、
と
る
よ
に

て
い
つ
に
位
地
の
女

、
74

男
「
が
％
1
・

て
え
考
と
」
る
い
て
れ
さ
遇
優
が
方
の
性

い
て
れ
さ
消
解
に
だ
ま
い
は
感
等
平
不
の

。
す
ま
い
て
出
が
果
結
い
な

、
別
性
る
れ
ら
く
つ
に
的
化
文
・
的
会
社

　

な
に
れ
そ
も
者
事
当
、
り
お
て
し
出
み
生

で
形
る
え
見
に
目
、
し
目
注
に
見
偏
の
識

で
要
重
が
定
策
の
画
計
、
は
に
め
た
す
表

。
す
ま
え
考
と
か
い
な
は

担
分
割
役
て
し
と
由
理
を
別
性
、
は
道

　

進
促
を
消
解
の
識
意
る
え
考
に
的
定
固
を

し
ら
暮
、
き
輝
に
共
が
女
男
、
ど
な
る
す

向
に
現
実
の
会
社
画
参
等
平
女
男
い
す
や

ま
踏
を
色
特
の
域
地
、
し
と
む
組
り
取
け

村
町
市
、
う
よ
る
れ
ら
め
進
が
策
施
た
え

か
き
働
て
い
つ
に
定
策
の
画
計
る
け
お
に

。
す
ま
い
て
し
と
る
め
強
を
け

札幌市内の主な5G利用可能施設・スポット
（NTTドコモHPより /2020年 5月末時点）

応
対
と
題
課
る
す
面
当

）
粋
抜
（

て
い
つ
に
等
望
要
る
係
に
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

事
の
次
へ
事
知
、
は
連
道
党
主
民
憲
立
と
派
会
主
民

。
た
し
ま
し
請
要
を
項

な
要
必
と
行
執
な
速
迅
の
算
予
正
補
計
会
般
一
度
年
本

行
実
の
策
施
①

包
び
及
金
付
交
時
臨
生
創
方
地
た
じ
通
を
望
要
の
へ
国

保
確
源
財
の
道
な
分
十
の
で
金
付
交
援
支
括
②

へ
等
者
業
事
模
規
小
・
業
企
小
中
た
け
向
へ
続
継
業
事

援
支
的
銭
金
た
し
底
徹
の
③

へ
等
響
影
る
よ
に
出
発
の
言
宣
態
事
急
緊
や
請
要
種
各

証
検
的
間
中
の
④

月
6
（会
議
道
例
定
回
2
第

16

2
和
令、
は）
日
3
月
7
ら
か
日

年

般
一
度

正
補
計
会

た
ま。
た
し
ま
し
決
可

、
般
一

し
ま
ち
立
に
問
質
が
り
の
み
山
畠
は
に
問
質

。
た

道ホームページの利用しやすさについて
　　　　　

型
新
、
は
性
便
利
の
術
技
信
通
報
情

　

在
、
中
渦
の
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ

イ
の
業
企
間
民
、
習
学
隔
遠
や
務
勤
宅

で
ど
な
請
申
子
電
の
へ
体
治
自
、
文
注

増
を
性
要
重
層
一
、
し
増
急
が
者
用
利

。
す
ま
い
て
し

者
い
が
障
覚
視
や
者
齢
高
は
に
者
用
利

て
し
用
利
に
方
な
々
様
、
れ
さ
定
想
も

多
、
り
た
し
修
改
く
す
や
見
を
ト
ウ
ア

い
な
れ
さ
読
誤
く
す
や
み
読
が
人
の
く

な
る
い
用
を
体
書
た
れ
さ
夫
工
に
う
よ

の
道
た
し
慮
配
に
場
立
の
者
用
利
、
ど

い
す
や
し
用
利
は
道
、
で
こ
そ
。
す
ま

。
た
し
ま
し
質
か
る
い
て
し
を
夫
工
な

修
研
員
職
も
で
ま
れ
こ
、
は
ら
か
側
道

　

、
り
た
け
設
を
会
機
ぶ
学
を
ど
な
法
方
成
作

努
に
善
改
、
し
応
対
に
正
修
や
出
抽
の
ジ

ま
。
た
し
ま
れ
さ
告
報
が
と
こ
る
い
て
め

載
搭
の
能
機
げ
上
み
読
声
音
の
面
画
、
た

の
面
能
機
、
う
よ
る
き
で
が
と
こ
る
見
も

と
後
今
、
り
お

易
し
用
利
の
て

一
り
よ
、
に
さ

工
た
し
慮
配
層

旨
る
け
続
を
夫

り
あ
が
弁
答
の

。
た
し
ま

Mobility as a Service：最適な移動経路などを提供する
サービス。昨年度に２回、十勝地域で実証実験をしています

※1

※2

ジェンダー平等は「持続可能な
開発目標」の5番目の目標です。


